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豊かな自然環境の保全と創出
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課　　題 河川管理者である福井県は、予算の関係から十分な対応が図れない状況であり継続して要望を行う必要がある。

成　　果
・森づくりイベントや森づくり活動に参加した人数は347人で、その内、どんグリーン広場で実施した森づくりイベントには32団体から122人

が参加し、どんぐりの里親事業では市内小学2年生を中心に225人がどんぐりの苗木育成に取り組み、身近な森林への関心を高め、森

の大切さを認識した。

・今後も県に一級河川内の雑木の伐採等の働きかけを継続して行う。

・さらなる交流人口の拡大のため、化石発掘体験施設を適正に管理するとともに、貴重な化石の保護・保全に努める。

課　　題
自然環境を保全し育んでいくための取り組みや適正な維持管理、環境に配慮した河川整備

化石の学術や教育、観光の分野で保全と活用を図る

市民の自然と触れ合う機会が減っている。また、九頭竜川や真名川沿いの集落、住民からの河川内の浚渫、伐木に関する要望は依然として多い。

現　　状 河川内の浚渫、伐木に関する要望は依然として多く、河川管理者へ要望している。

和泉郷土資料館での企画展の

開催

化石に関する企画展の年間実施回数

30年度の目標を達成し、和泉郷土資料館の化石展示

の充実及び所蔵資料の学術的価値の向上につながっ

ている。

現　　状

・農林業に携わる人々の減少と高齢化の進展により里地里山、里川が失われ、山林が荒廃しつつある。

・河川水量の減少などにより、河川敷に木々が生い茂り、河川環境が悪化している。

・和泉地区では貴重な化石が多く発見されているが、中部縦貫自動車道などの工事によりさらに多くの化石が発見される可能性があ

る。

森づくりイベントの参加者数 森づくりイベントに参加した年間延べ人数

30年度の目標は達成できなかったが、身近な森林への

関心や森の大切の認識を高めるいい機会となってい

る。

化石発掘体験事業の参加者数 大野市内で化石発掘を体験した年間延べ人数

30年度の目標を達成し、化石を活用した人口交流

の増加に寄与した。

指　　標 内　　容

平成30年度の成果の検証

地域で設置された自然環境に

配慮した施設の設置数

農地や水、農村環境の保全活動により設置された生

態系に配慮した施設の累積数

生態系に配慮した施設の設置には至らなかったが、生

態系や環境に配慮した農村環境の保全活動により、農

山村の自然環境の保全が図られている。

施策４ 河川の自然再生と親水環境の創出 Ｃ

施策５ 化石の保全と活用 Ｂ

施策２ 森林の保全 Ｂ

施策３ 生態系、自然環境に配慮した水路の整備 Ｃ
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施策１ 農山村の自然環境の保全 Ｃ
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